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ム ラユ 語文献 か らみ たマ レ ー 海域世界 一 「海 の 民」、 「森 の 民」と「陸の 民」の

関係 に つ い て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西尾　寛治

　本報告で は
、 15−19世紀の マ レ

ー
半島に成立 した港市国家 に焦点 をあて た 。 そ して 、 主 に

ム ラユ 語文献の 分析か ら、こ う した港 市国家 が、「陸の 民」と「海の 民」また は 「森の民」との

相互 関係の 上 に存立 して い た こ とを 、 明 らか に した 。

　熱帯雨林と海 とい う生態環境に彩 られた マ レ
ー
半 島地域で は、

一
般に 19世紀以前の 住民

は
、 「海の 民1「森の民」「陸の 民」の 3つ に類型化で きる 。 「海の 民」とは 、 漂海民の オ ラ ン ・ラ ウ

ト、 また 17世紀末以降に海賊悔 商戦 士 と して活躍 した南ス ラウ ェ シ 出身の移住者 ブギ ス

で ある 。 「森の 民」とは 、 熱帯雨林で焼畑や狩猟・採集生活 を送 っ て い た 、
い わゆ る オ ラ ン ・

ア

ス リで あ り、「陸の 民」は河 岸・沿海 の 低地 を居住圏と して い た ム ラユ で ある 。
マ レ

ー
半島の

港市国家群の 国内産輸 出交易品は 、 「海の 民」や 「森の 民」の 採集 した海産物と森林産物で 占

め られ て い た と指摘 され て い る 。

　さて 、
マ レ ー

半島の 南部地域 に形成 され たの は 、
い ずれ も東南 ア ジア有数の 港市国家（ム

ラ カ 、 ジ ョ ホ
ー

ル 、ジ ョ ホ ール ・リア ウ）で あ っ た 。 こ れ らは 、
ム ラ ユ とオ ラン ・

ラ ウ トまた は

ブギス の 相互 関係 を成立の 契機 と して い た 。 すなわち 、 約束または 誓約 、婚姻連帯に よ りそ

の 相互 関係が規定され、「海の民」出身の貴族が 、 軍事 行政権を掌握 して い た （ジ ョ ホール ・

リア ウ の 場合は 、ブギ ス 副王 が軍事・
行政・交易 を統轄）。 こ れ らの港市国家の 輸出交易品の

採集者は 、「森の 民」とオラ ン ・ラウ トで あ っ た 。特に後者は「森の 民」の 採集 した森林産物を

集荷する 役割 も果 た してい た 。

　
一

方 、
マ レー半島の 中部 ・北部地域に形成 され たの は 、 南部地域 よ りも小規模 な港市国家

（ペ ラ 、
パ ハ ン

、 ク ダー
など）で あ っ た 。

これ らの 港市国家群につ い て は、「海の 民」との 関係

を示 す もの は特 に見当た らな い
。 その ヒ カヤ ッ トの 叙述 や 口頭伝承 で は 、む しろ ム ラ ユ の

港市支配者 と「森の 民」との 関係が強調 され て い る
。例えば

、
ペ ラの 王権伝承 に は 、 「森の 民」

が 港市国家ベ ラの 形成に 関与 して い た こ とを示唆する もの が ある 。 こ れ らの 港市国家 で は、

輸 出交易 品の 採集者は「森の 民jで あ り、その 集荷者 は ム ラユ で あ っ た と推定され る
。

　以上 の ように 、「陸の 民」ム ラユ 人支配者の 君臨 した港市国家の存立 を可能 として い たの

は 、 「海 の 民」や 「森の 民」で あ っ た 。

毒

3

ス ー ル ー 諸島に お ける 海民 の 活動 ：そ の 持続 と変容

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　床呂　郁哉

　当報告 は ス ール ー
諸島地域 に お ける海の 民の 活動 に つ い て紹介す る もの で あ るそ の 際

の 主 な関心 は次 の よ うな もの で ある 。

　ス ール ー諸 島は フ ィ リ ピン最南部に位置 し、パ ラ ワ ン
、 ミ ン ダナオ とボ ル ネオス ラ ウ ェ

シ 、モ ル ッ カ を結ぶ 線上 に ある 。 こ の 地理 的位置 とその 海域 に産する豊か な海産物資源に

よ っ て 古 くか ら東南 ア ジ ア の 海域 世界の 海上交易の 拠点と して 知 られ て きた 。 タウス グ 、

サ マ
、
バ ジ ャ ウ な どの 名で 知 られ る こ の 地域の 住民は い ずれ も海上交易や魚撈ある い は「海

賊」な どい ずれ も海 に依存 した生 業を営む海の 民で ある
。 当報告で は 、 歴史的に も西 欧側 の

記録 で 「海賊」な どと記 されて きた これ ら複数の 海の 民の 活動 に つ い て 報告する 。

．玉2一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Japan Society for Southeast Asian History

NII-Electronic Library Service

Japan 　Soolety 　for 　Southeast 　Aslan 　Hlstory

o

報告 の前半で は 、 現在の ス
ー

ル
ー
諸島にお ける海民の 活動様式 と民族間関係 の 原型が編成

され た と され る 18世 紀後半か ら19世紀前半に到 る ス ール ー
王 国の 全盛期 に つ い て 、J．

Warren の 研究 に依拠 しつ つ その 編成過程 に つ い て検討す る 。 こ の 時期、中国、イギ リ ス 人 カ

ン トリー トレーダー
を巻 き込む形で ス ー

ル
ー
王国の海産物交易が活性化 し、王国の ス ル タ

ン 、ダ トゥ は こ の 過程で 海産物採集の 労働力不足 を補 うため域外か ら「奴隷」を略奪す る た

めの 海賊遠征 を組織す る 。 こ の プロ セ ス で ス ール ー
域内の サ マ 語系海民 は「海賊」と して動

員 され る こ ととな っ た 。

　そ の 後、今世紀初頭 に 始ま る ア メ リカ に よ る植民地化 を経て 、戦後ス ール ーは ミ ン ダ ナ

オの ム ス リム 居住地域 とと もに フ ィ リ ピン 共和国の
一

地方 と して編入 され 、 か つ て の ス ー

ル
ー

王国 の 交易圏 は フ ィ リピ ン 、マ レ ー
シ ア 、 イ ン ドネシ ア 間の 国境で 分断 され る こ とと

な っ た 。 しか し国境が 引かれ て 半世紀近 く経過 した現在にお い て も、ス ー
ル

ー
諸 島の 海民

の 越境的活動は 極め て顕著で ある 。 当報告の 後半 に おい て は 、こ の 海民活勤 の うち特 に海

上交易 と「海賊」に つ い て その 現在に おける活勤実態 を報告する とと もに 、 それ が ス
ー

ル ー

王 国時代 の 海民の 活動 とどの よ うに連続 し、また変化 して い る の か （持続 と変容）とい う観

点か ら検討 を加 えて み た い 。
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